
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

昨
年
と
同
額
で
妥

結
し
た
。

会
社
の
現
状
認

識
と
し
て
、
営
業

収
益
は
２
年
連
続

で
過
去
最
高
と
な
っ

た
が
、
燃
料
費
単

価
上
昇
に
伴
う
等
、

営
業
費
用
の
増
加

が
見
込
ま
れ
営
業

利
益
は
減
益
が
見

込
ま
れ
る
。
今
後

の
動
向
を
厳
し
く
見
て
い
く
必

要
あ
る
と
し
て
い
る
。

国
労
は
７
期
連
続
の
増
収
増

益
や
安
全
安
定
輸
送
に
向
け
て

日
夜
奮
闘
し
て
い
る
社
員
・
家

族
の
労
苦
に
応
え
て
い
な
い
と

交
渉
を
続
け
た
が
他
労
組
の
妥

結
を
含
め
、
不
十
分
な
が
ら
妥

結
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
基
準
内
賃
金
×

１
・
７
５
箇
月
（
昨
年
は
１
・

７
３
箇
月
）
と
昨
年
よ
り
上
積

み
さ
れ
て
い
る
が
、
他
社
と
比

較
し
て
格
差
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
国
労
は

２
・
５
箇
月
の
要
求
を
し
た
。

基
本
給
月
額
に
２
・
２
０
箇

月
＋
１
万
円
。
（
昨
年
は
基
本

給
月
額
２
．
２
１
箇
月
）
定
額

加
算
に
よ
り
昨
年
よ
り
上
回
っ

た
。（

注
）
基
準
内
賃
金
と
は
基

本
給
、
管
理
。
技
術
・
教
育
手

当
、
都
市
手
当
、
扶
養
手
当
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国
労
に
結
集
し
よ
う
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６
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
２
０
１
９
年
度
夏

季
手
当
に
つ
い
て
第
３
回
目
の
交
渉
で
「
基
準
内

賃
金
×
２
・
９
１
箇
月
分
」
、
６
月
28
日
以
降
準

備
出
来
次
第
支
払
い
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
社
・
グ
ル
ー
プ
会
社
に
不
十
分
な
が

ら
回
答
が
示
さ
れ
た
。

職
場
の
矛
盾

仕
事
の
不
満

国
労
に
結
集
し

み
ん
な
で
相
談

解
決
へ

組
織
拡
大
標
語
募
集
に
つ
い
て

国
労
東
本
部
よ
り
「
組
織
拡
大
標
語
」
の
募
集
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
組
合
員
の
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機
関
紙
等
の
表
彰
に
つ
い
て

今
年
度
中
（
２
０
１
８
年
７
月
１
日
～
２
０
１
９
年
６
月

30
日
）
に
30
号
を
発
行
、
ま
た
は
通
算
５
０
０
号
に
達
し
た

機
関
紙
、
そ
の
他
教
宣
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
に
表
彰
し
ま

す
。優

秀
な
作
品
、
機
関
紙
表
彰
等
、
そ
れ
ぞ
れ
第
33
回
国
労

東
日
本
本
部
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。
７
月
末
ま
で
地
方
本
部

ま
で
報
告
お
願
い
し
ま
す
。

第
88
回
国
労
定
期
全
国
大
会
代
議
員

赤
沼

廣
行

（
水
戸
地
区
分
会
）

第
33
回
国
労
東
日
本
本
部
大
会
代
議
員

黒
澤

一
文

（
土
浦
地
区
分
会
）

泉

秀
俊

（
い
わ
き
地
区
分
会
）

各
大
会
の
代
議
員
選
挙
が
先
日
行
わ
れ
無
投
票
当
選
で

代
議
員
が
選
出
し
た
。

第
88
回
国
労
定
期
全
国
大
会

７
月
30
日
～
31
日

伊
東
市
ホ
テ
ル
聚
楽


